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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリシロキサン－ポリオキシアルキレン共重合体によって安定化されるフッ素ポリマー
粒子を有するゾルゲル前駆体に基づくゾルゲルコーティングであって、当該ゾルゲルコー
ティングの表面の水の接触角が少なくとも８８°であるような疎水性を持つゾルゲルコー
ティングを作製する方法において、
－シリカゾルを約３のｐＨ価に酸性化するステップと、
－ゾルゲル前駆体の全体量のうち、シリカ粒子を安定化するのに十分な量である全体量の
０．０１～１％を加えるステップと、
－混合物を加水分解して安定化するのに十分な時間、撹拌するステップと、
－前記全体量のゾルゲル前駆体のうちの残りを加えるステップと、
－前記混合物を加水分解するステップと、
－ゾルゲルコーティングの表面の水の接触角が少なくとも８８°となるような量のフッ素
ポリマー分散液を加えるステップと、
を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゾルゲル前駆体に基づき、且つ、実質的に均一に分散されたフッ素ポリマー
粒子を有する、ゾルゲルコーティングに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　スチームアイロン又はフライパン等の中高温アプリケーションに非粘着特性及び低摩擦
特性を与えるフッ素ポリマーコーティングは、通常、バインダとして働く或る量の耐熱ポ
リマー（例えばポリアミドイミド）を含む。これらのコーティングの機械的特性（例えば
耐引っかき性及び耐磨耗性）は、ゾルゲルバインダ材料を含むものよりも劣っている。
【０００３】
　コーティングの耐磨耗性及び耐引っかき性はゾルゲルバインダの使用によって改善され
るが、ゾルゲル調合物中のフッ素ポリマーの非粘着特性は、期待を満たすものではない。
非粘着特性の便利な判断基準は、水との接触角である。接触角は、コーティング中のフッ
素ポリマー粒子の体積分率及び粒子分布に依存する。粒子が凝集すると、これらを界面に
おいて発見する可能性はほとんどない。その結果、バインダが主として接触角を決定する
ことになる。フッ素ポリマーと混合される既知のゾルゲル調合物は、相当な程度のフッ素
ポリマー粒子の凝集を有する傾向がある。この結果、最大でも約８５°の接触角しか達成
されることができない。より高い接触角を得るためにフッ素ポリマー粒子の体積分率を増
加することは、バインダによって与えられる耐摩耗性に負の影響を及ぼす。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、比較的高い非粘着特性を提供する、プリアンブルによるゾルゲルコーティン
グを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　このために、本発明は、少なくとも１つのゾルゲル前駆体及びフッ素ポリマー粒子を有
するコーティング組成に基づくゾルゲルコーティングを提供し、このコーティングは、そ
の表面における水の接触角が、少なくとも８８°であり、好適には少なくとも９０°であ
り、より好適には少なくとも９４°であるような疎水性を有する。このような高い接触角
は、コーティングの高い非粘着特性を生じる。この非粘着特性は、フッ素ポリマー粒子の
凝集が発生する、ゾルゲルバインダ及びフッ素ポリマー粒子の既知のコーティングの非粘
着特性よりも相当に高い。　
【０００６】
　好適な実施例において、ゾルゲルコーティング組成は、少なくとも１つのゾルゲル前駆
体及びフッ素ポリマー粒子の安定化された水性分散液を有する。本発明の特定の実施例で
は、フッ素ポリマー粒子は、ポリシロキサン－ポリオキシアルキレン共重合体によって安
定化される。
【０００７】
　安定剤のポリシロキサン部分は、分散されたフッ素ポリマー粒子に引きつけられる安定
剤の疎水性の部分を提供し、安定剤のオキシアルキレン部分は、安定剤の親水性部分を提
供して安定剤が水性媒体で分散することを可能にし、これらの２つの部分の存在が、安定
剤が分散液において安定剤として機能することを可能にする。本発明において使用される
ポリシロキサン－ポリオキシアルキレン共重合体は、非イオン性である、即ち電荷がなく
、安定化効果は、安定剤の疎水性及び親水性部分の存在下で達成される。
【０００８】
　好適には、本発明によるゾルゲルコーティングは、更に、フィラー粒子、特にシリカ粒
子を有する。このような粒子は、水性シリカゾルから生じてもよい。
【０００９】
　ゾルゲル材料は、硬化の際に大幅に収縮し、従って、有利には、これらは、アプリケー
ションにとって十分な層厚さを達成するために、他の粒子（多くの場合シリカ粒子）で充
填される。
【００１０】
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　特定の実施例において、ゾルゲルコーティングのフッ素ポリマー粒子の体積分率は、５
０％より低い。
【００１１】
　５０％を超える粒子の体積分率については、バインダが不十分であり、多孔質のコーテ
ィングが結果として得られる。従って、粒子の体積分率が５０％を超える場合には、非常
に貧弱な耐摩耗性が予想される。
【００１２】
　好適には、ゾルゲルコーティング中のフッ素ポリマー粒子の体積分率は、１５～３０％
の範囲である。
【００１３】
　本発明の好適な実施例において、コーティング中のフッ素ポリマー粒子は、３８０℃で
少なくとも１×１０８のＰａ・ｓの溶融粘性を持つポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦ
Ｅ）粒子を有し、これは、フッ素ポリマーの中で最も高い熱安定性を持つ。このようなＰ
ＴＦＥは、更に、焼成（フュージング）の最中の薄膜形成機能を改善する少量のコモノマ
ー修飾剤を含んでもよく、これは例えば、ペルフルオロオレフィンであり、特にヘキサフ
ルオロプロピレン（ＨＦＰ）又はペルフルオロ（アルキルビニル）エーテルであり、特に
、ここでアルキル基は１～５個の炭素原子を含み、ペルフルオロ（エチル又はプロピルビ
ニルエーテル）（ＰＥＶＥ又はＰＰＶＥ）が好ましい。このような修飾剤の量は、一般的
には多くとも０．５モル％であり、ＰＴＦＥに溶融生成性（melt fabricability）を与え
るには不十分である。ＰＴＦＥは、更に、連鎖移動剤が低分子量ＰＴＦＥを生成するため
に水性重合媒体中に存在する、微細粉末型であってもよく、３７２℃において０．１～１
００×１０３Ｐａ・ｓの溶融粘性によって特徴付けられる。このようなＰＴＦＥは、溶融
流動可能（melt-flowable）であるが、溶融生成可能（melt-fabricable）ではない。即ち
、溶融体から生成されると、このようなＰＴＦＥの生成された物品は、保全性を欠き、自
然に、又は僅かな応力を受けると、破壊される。
【００１４】
　ＰＴＦＥが好適なフッ素ポリマーであるが、フッ素ポリマー成分は、溶融生成可能なフ
ッ素ポリマーであってもよい。このような溶融生成可能なフッ素ポリマーの例は、テトラ
フルオロエチレン（ＴＦＥ）と、共重合体の融点をＰＴＦＥホモポリマーの融点より大幅
に下に、例えば３１５℃より低い融点に、低下させるのに充分な量でポリマー中に存在す
る少なくとも１つのフッ素化された共重合可能なモノマー（コモノマー）と、の共重合体
を含む。ＴＦＥを有する好適なコモノマーは、３～６個の炭素原子を有するペルフルオロ
オレフィンと、アルキル基が１～５個の炭素原子、特に１～３個の炭素原子を含むペルフ
ルオロ（アルキルビニルエーテル）（ＰＡＶＥ）と等のペルフルオロモノマーを含む。特
に好適なコモノマーは、ヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）、ペルフルオロ（エチルビ
ニルエーテル）（ＰＥＶＥ）、ペルフルオロ（プロピルビニルエーテル）（ＰＰＶＥ）及
びペルフルオロ（メチルビニルエーテル）（ＰＭＶＥ）を含む。好適なＴＦＥ共重合体は
、ＦＥＰ（ＴＦＥ／ＨＦＰ共重合体）、ＰＦＡ（ＴＦＥ／ＰＡＶＥ共重合体）、ＰＡＶＥ
がＰＥＶＥ及び／又はＰＰＶＥであるＴＦＥ／ＨＦＰ／ＰＡＶＥ及びＭＦＡ（ＰＡＶＥの
アルキル基が少なくとも２つの炭素原子を有するＴＦＥ／ＰＭＶＥ／ＰＡＶＥ）を含む。
溶融生成可能なテトラフルオロエチレン共重合体の分子量は、薄膜を形成するのに十分で
あり、保全性を有して成形された形状を維持することが可能である（即ち溶融生成可能で
ある）のに十分であること以外は、重要でない。典型的には、溶融粘性は、ＡＳＴＭ　Ｄ
－１２３８によって３７２℃で算出される値によれば、少なくとも１×１０２Ｐａ・ｓで
あって、約６０～１００×１０３Ｐａ・ｓまでに至ることができる。
【００１５】
　ゾルゲル調合物を含むフッ素ポリマー粒子は、好適には、オルガノシラン化合物を有す
る複合型ゾルゲル前駆体から生成される。好適なゾルゲル前駆体は、メチルトリエトキシ
シラン、メチルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、フェニルトリメトキ
シシラン、ジフェニルジエトキシシラン、ジフェニルジメトキシシラン、グリシドオキシ
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プロピル－トリエトキシシラン、グリシドオキシプロピル－トリメトキシシラン、又はこ
の組合せを含む。テトラエトキシシラン又はテトラメトキシシラン等の少量の非複合型ゾ
ルゲル前駆体材料が加えられてもよい。
【００１６】
　特に、本発明によるゾルゲルコーティングは、最高４００℃までの温度耐性がある。　
【００１７】
　本発明によれば、フッ素ポリマー粒子の水性分散液と混合されるゾルゲル調合物が、フ
ッ素ポリマー粒子の凝集の発生無しに得られる。これらの調合物によって作られるコーテ
ィングは、フッ素ポリマー粒子のより良い分散のために、改善された疎水性を有する。好
適には、フッ素ポリマー粒子の少なくとも８０％は、コーティング内で実質的に独立した
凝集していない粒子として存在する。
【００１８】
　有利には、本発明によるゾルゲルコーティングは、基板に堆積される。基板は、高い焼
成温度に耐えることができる如何なる材料（例えば金属及びセラミック）であってもよい
。この例は、アルミニウム又はアルミニウム合金、冷延鋼板、ステンレス鋼、エナメル、
ガラス及び耐熱セラミックを含む。
【００１９】
　（スチーム）アイロンのアルミニウムソールプレートが、例として言及されてもよい。
これらのソールプレートは、本発明によるゾルゲルコーティングが塗布される前に、陽極
処理されて、ゾルゲルベースコートでコーティングされる。
【００２０】
　好適には、本発明によるゾルゲルコーティングは、家庭用器具に塗布され、コーティン
グされた物品、例えば、スチームアイロン、トースター、サンドイッチメーカー、ヤカン
及びコーヒーメーカー、掃除機、扇風機及び家庭的空気処理装置、ミキサー及びフードプ
ロセッサ、アイスクリームメーカー、フライ鍋、グリル及び電気料理セット並びに中華鍋
を形成する。
【００２１】
　ゾルゲルコーティングは、調理器具、フライパン及び他の調理ポット及び器具、耐熱皿
、オーブンライナー、炊飯器、並びにその挿入物等の物品に更なるアプリケーションがあ
る。加えて、本発明のゾルゲルコーティングは、切断ブレード、バルブ、ワイヤ、靴の型
、除雪用シャベル及び鋤、船底、樋、コンベヤ、ローラ面、ダイス、ツール、産業コンテ
ナ、モールド、裏張り反応容器（lined reactor vessel）、自動車パネル、熱交換器、管
等の物品への多くの工業的用途を有する。
【００２２】
　本発明は、更に、フッ素ポリマー粒子が凝集しておらず、大部分が個々の粒子として存
在するゾルゲルコーティングを得る方法に関する。
【００２３】
　このために、本発明は、フッ素ポリマー粒子を有するゾルゲルコーティングを作製する
方法であって、
－シリカゾルを約３のｐＨ価に酸性化するステップと、
－ゾルゲル前駆体の全体量のうち、シリカ粒子を安定化するのに十分な一部を加えるステ
ップと、
－混合物を加水分解して安定化するステップと、
－前記全体量のゾルゲル前駆体のうちの残りを加えるステップと、
－前記混合物を加水分解するステップと、
－フッ素ポリマー分散液を加えるステップと、
を有する方法を提供する。
【００２４】
　本発明による方法を適用することによって、フッ素ポリマー粒子が凝集しておらず、個
々の粒子として存在する、コーティング液体を作製することが可能である。この場合、フ
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ッ素ポリマー粒子は、コーティング中で均一に分散されて、コーティングの疎水性にずっ
と大きな寄与を有する。この手法によって、９４°以上の水接触角が、ゾルゲルマトリク
スを有するコーティングの２０体積％だけのフッ素ポリマー粒子によって達成されること
ができる。
【００２５】
　上述のように、ゾルゲル調合物を含むこれらのフッ素ポリマー粒子は、メチルトリメト
キシシラン又はメチルトリエトキシシラン（ＭＴＭＳ、ＭＴＥＳ）等のゾルゲル前駆体か
ら作製されることができ、これは、多くの場合、（例えば洗濯物用アイロンのソールプレ
ートの）耐引っかき及び耐熱性のコーティングに用いられる。これらの前駆体は、塗布の
前に加水分解されなければならない。加水分解反応のために水が必要とされ、酸が触媒と
して通常用いられる。ゾルゲル前駆体は水に可溶でないので、一般的な手法によれば、多
くの場合、加水分解反応の最初から単相の系を得るために、アルコールが加えられる。
【００２６】
　低ｐＨを含むゾルゲルコーティング液体の作製のためのこれらの要件、（アルコール及
び水の存在並びに他の粒子の添加）は、ゾルゲルコーティング液体の調合物に制約を課す
。フッ素ポリマー分散液が加えられると、凝集が容易に発生し、コーティング液体にフッ
素ポリマー粒子の凝集を与え、その結果、フッ素ポリマー粒子はコーティング中で均一に
分布しない。
【００２７】
　コーティング調合物のコロイド安定性を改善するために、フッ素ポリマー分散液は、ゾ
ルゲルコーティング液体との改善された融和性を与えるために修飾されてもよく、又は、
フルオロカーボン分散液とのより良い融和性を得るようにゾルゲル塗料調合物が調整され
てもよい。実際には、これらの２つの方法の組合せが、最も有用であると判明する。
【００２８】
　水性分散液中でフルオロカーボン粒子を安定させることは、フッ素ポリマー粒子の疎水
性のために、困難である。狭い濃度領域内で用いられなければならない特定の表面活性剤
が、非常に安定化された水性分散液を達成するために開発された。有利には、フッ素ポリ
マー粒子は、ポリシロキサン－ポリオキシアルキレン共重合体によって安定する。これら
の分散液へのアルコールの添加は、界面活性剤分子の吸着量及び配向性に関する吸着界面
活性体の層における変化を容易に生じる可能性があり、これは、コロイド安定性の損失に
つながる可能性がある。
【００２９】
　従って、ゾルゲル製法の修正の第１の目的として、使用されるアルコールの量は、最小
化されることが必要である。アルコールは、ゾルゲル前駆体の加水分解及びアルコール縮
合反応において形成される。これは、ゾルゲル処理において不可避である。しかし、加水
分解反応の最初から単一相を保証するためのアルコールの添加は、前駆体が入念に水と混
合させられたら、必要ではない。
【００３０】
　加水分解の間に、未反応のゾルゲル前駆体を溶解するのに充分なアルコールが形成され
、これは、単一の非散乱性相の形成によって視覚的に容易に観察可能である。アルコール
の添加によるコーティングの表面張力の低減及び乾燥性の改善は、必要でない。フルオロ
カーボン分散液は、表面張力を低下させ、乾燥段階の間にコーティング中の不均質性の形
成を効果的に抑制するのに十分な量の界面活性剤を含むからである。
【００３１】
　粒子の無いゾルゲル層の最大層厚さは通常制限されるので、多くの場合、乾燥及び硬化
段階における収縮を低減するために、粒子が加えられ、この結果、最大のクラックフリー
層厚の増加を結果として生じる。
【００３２】
　この目的のため、多くの場合、水性シリカゾルが用いられる。最終的な調合物中の高い
固形分を維持するために、ゾルゲル前駆体を加水分解するために水性ゾルからの水を使用
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することが有利である。ゾルゲル前駆体の加水分解の最中のシリカゾルの凝集は、好適に
はマレイン酸等の固体酸を溶解し、続いて、非常に少量のゾルゲル前駆体（例えばメチル
トリメトキシシラン）を添加することによって、そのｐＨ価を約３に調整することによっ
て回避することができる。実際は、ゾルゲル前駆体の量は、最終的に加えられるゾルゲル
前駆体の全部の量の約０．０１～１％である。この少ない量は、ゾル中で加水分解されて
、シリカ粒子の表面に吸着する。
【００３３】
　このような処理は、シリカのコロイド安定性の、シランのバルクの加水分解の際に生成
されるアルコールの量への依存度を低下させ、これは、凝集を生じ得る。ゾルゲル前駆体
の添加の際に、シリカゾルは、最初に、凝集を示す濁度の増加を示し、これに、再安定化
を示す濁度の低下が続くことは度々述べられていた。安定化が完了しておらず追加のフィ
ルタリングステップが必要とされる可能性があるので、これは望ましくない。ゾルゲル前
駆体の段階的な添加はこれを防止することができる。
【００３４】
　上記の方法は、Handbook of Advanced Electronic and Photonic Materials 5（pp.219
-262）2000, Academic Pressに説明された、ゾルゲル前駆体が前加水分解されてより希釈
な調合物を生じる方法とは異なる。前加水分解ステップは、また、部分的に縮合した生成
物の形成を生じ、これはシリカ面にずっと低い親和性を持ち、凝集の発生無しにＭＴＭＳ
の２回目の添加に耐えるには不十分なシリカ粒子の安定化に至る可能性がある
【００３５】
　ゾルゲル前駆体の２回目の追加の加水分解が完了された後、フッ素ポリマー分散液は加
えられることができ、凝集は発生しない。次に、生じる調合物は、スプレーコーティング
によって塗布されることができる。硬化の後、フッ素ポリマー粒子が均一に分散された、
１０μｍの厚さのコーティングが得られることができ、水との高い接触角を生じる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　本発明は、図面を参照して更に示される。
【００３７】
　図面の一部は、模式的であり、一定の比率で描かれていない。明確にするため、類似し
た成分は、同じ参照番号で示される。　
【００３８】
　図１は、接触角の定義を図式的に表す。参照番号１は、コーティング表面を示す。この
コーティング表面１上の水滴が、参照番号３で示される。線４は、表面１との交点におけ
る水滴３の外面の接線である。接触角は、線４と表面１との間の角度として定義される。
接触角は、Ｒａｍｅ－Ｈａｒｔ　Ｉｎｃ（ＵＳＡ）によって製造された表面接触角ゴニオ
メータを使用して測定された。以下の例は、本発明によるフッ素ポリマー含有ゾルゲルコ
ーティング及びその作製方法を、従来技術によるゾルゲルコーティング及びその作製方法
と比較して示す。
【００３９】
　例１
　反応容器中で、５．５ｇのマレイン酸が、３８０ｇのＬｕｄｏｘ　ＡＳ４０に溶解され
た。酸性化シリカゾルの測定されたｐＨ価は、２．５～２．９であった。次に０．９５ｇ
のＭＴＭＳが加えられ、混合物は４５分間撹拌された。続いて、３９１ｇのＭＴＭＳが、
酸性化され表面修飾されたシリカゾルに入れられ撹拌された。６０分後に、混合物は１９
６ｇの水で希釈され、その後、適切な脱泡剤及びポリシロキサン－ポリオキシアルキレン
共重合体（ＳＩＬＷＥＴ　Ｌ７７（登録商標））によって安定化された３１５ｇの３０％
ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）の水分散液が徐々に追加された。ＰＴＦＥの追
加が完了された後、３０ｇのマイカベース顔料が加えられた。
【００４０】
　コーティングは、陽極酸化アルミニウム板に塗布された前もって乾燥させられていたゾ
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ルゲル層に噴霧され、３００℃で硬化された。硬化したコーティングのＰＴＦＥ粒子の量
は、約１８体積％であった。硬化したコーティングの水接触角は、９４±２°と確認され
た。
【００４１】
　ＰＴＦＥ粒子は、コーティングを通じて均一に分散され、走査型電子顕微鏡によって得
られた断面画像から、凝集の兆候は観察されることができなかった。例えば、典型的な断
面写真が、図２に与えられる。
【００４２】
　噴霧コーティングの特性は、光沢、耐ひっかき及び水接触角に関して、調製の直後に噴
霧されたコーティングと、コーティング液体の形成の完了の８時間後に噴霧されたコーテ
ィングとで、同じであった。この期間に亘って、コーティングラッカーの粘性は、一定で
あった。
【００４３】
　例２
　この例は、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）粒子に対するシリカ粒子の比が、
最終コーティング中のＰＴＦＥの体積分率を増加するように調整されていること以外は、
例１に相当する。
【００４４】
　反応容器中で、２．２ｇのマレイン酸が、１２４ｇのＬｕｄｏｘ　ＡＳ４０及び１１０
ｇの水に溶解された。酸性化シリカゾルの測定されたｐＨ価は、２．５～２．９であった
。次に０．３１ｇのＭＴＭＳが加えられ、混合物は４５分間撹拌された。続いて、３０８
ｇのＭＴＭＳが、酸性化され表面修飾されたシリカゾルに入れられ撹拌された。６０分後
に、混合物は１５４ｇの水で希釈され、これに続き、適切な脱泡剤及びポリシロキサンポ
リオキシアルキレン共重合体（ＳＩＬＷＥＴ　Ｌ７７（登録商標））によって安定化され
た４６０ｇの３０％ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）の水分散液が徐々に追加さ
れた。ＰＴＦＥの追加が完了された後、３５ｇのマイカベース顔料が加えられた。
【００４５】
　コーティングは、陽極酸化アルミニウム板に塗布された前もって乾燥させられていたゾ
ルゲル層に噴霧され、３００℃で硬化された。硬化したコーティングのＰＴＦＥ粒子の量
は、約３０体積％であった。硬化したコーティングの水接触角は、９８±２°と確認され
た。
【００４６】
　例３
　この例は、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）粒子に対するシリカ粒子の比が、
最終コーティング中のＰＴＦＥの体積分率を低下するように調整されていること以外は、
例１に相当する。
【００４７】
　反応容器中で、７．５ｇのマレイン酸が、４２５ｇのＬｕｄｏｘ　ＡＳ４０に溶解され
た。酸性化シリカゾルの測定されたｐＨ価は、２．５～２．９であった。次に１．１ｇの
ＭＴＭＳが加えられ、混合物は４５分間撹拌された。続いて、３８５ｇのＭＴＭＳが、酸
性化され表面修飾されたシリカゾルに入れられ撹拌された。６０分後に、混合物は１９３
ｇの水で希釈され、その後、適切な脱泡剤及びポリシロキサンポリオキシアルキレン共重
合体（ＳＩＬＷＥＴ　Ｌ７７（登録商標））によって安定化された１９４ｇの３０％ポリ
テトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）の水分散液が徐々に追加された。ＰＴＦＥの追加が
完了された後、３７ｇのマイカベース顔料が加えられた。コーティングは、陽極酸化アル
ミニウム板に塗布された前もって乾燥させられていたゾルゲル層に噴霧され、３００℃で
硬化された。硬化したコーティングのＰＴＦＥ粒子の量は、約１０体積％であった。硬化
したコーティングの水接触角は、８９±３°と確認された。
【００４８】
　比較例１
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　この例では、アルキルフェノールエトキシレート界面活性剤で安定化させられたポリテ
トラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）分散液が使用される。
【００４９】
　３４８ｇのＭＴＭＳが、１８ｇのマイカベースの顔料、５ｇのマレイン酸及び１７４ｇ
のエタノールと混合された。加水分解は、３４５ｇのＬｕｄｏｘ　ＡＳ４０の追加によっ
て開始された。１時間の連続攪拌の後、適切な消泡剤が加えられ、続いて、アルキルフェ
ノールエトキシレート界面活性剤で安定化された６２重量％ＰＴＦＥ粒子と、３．５ｇの
ペルフルオロアルキルスルフォンアミドオキシエチレン界面活性剤とからなる１０７ｇの
市販のＰＴＦＥ分散液が追加された。ＰＴＦＥ一次粒子サイズは、約２５０ｎｍであった
。少なくとも１５分間の混合の後、このコーティング液体は、スチームアイロンの陽極酸
化アルミニウムアイロンプレートに塗布された、前もって乾燥されていたゾルゲル層に噴
霧され、３００℃で硬化された。
【００５０】
　コーティングの断面の走査型電子顕微鏡写真が図３に与えられる。写真は、ＰＴＦＥ粒
子の凝集によって生じるコーティングの不均質性を示す。Ｘ線のエネルギー分散分析は、
不均質性がフッ素において大きいことを明らかにし、凝集したＰＴＦＥ粒子を表す。
【００５１】
　ＰＴＦＥ粒子の凝集は、表面のＰＴＦＥ量を低減して、８４±２°しかない水接触角と
いう結果を生じる。
【００５２】
　比較例２
　１００ｇのＭＴＭＳ、５０ｇのエタノール及び１．４ｇのマレイン酸の混合物に、１０
０ｇのＬｕｄｏｘ　ＡＳ４０が、ゆっくりと加えられた。６０分後に、ポリシロキサン－
ポリオキシアルキレン共重合体によって安定化された７５ｇの３０％のポリテトラフルオ
ロエチレン（ＰＴＦＥ）の水の懸濁液が、ゆっくりと加えられ、この後に、３０ｇのマイ
カベースの顔料が加えられた。
【００５３】
　コーティングは、前に乾燥させられていた陽極酸化アルミニウム板に塗布されたゾルゲ
ル層に噴霧され、３００℃で硬化された。噴霧された第１のコーティングの光沢は、コー
ティング液体の調製完了２時間後に噴霧されたコーティングの光沢よりも非常に高かった
。粘性は、２時間経たないうちに容認できないほど高い値まで増加した。硬化したコーテ
ィングのＰＴＦＥ粒子の量は、約１８体積％であったが、硬化したコーティングの水接触
角は、８２±３°しかないと確認された。
【００５４】
　図４は、本発明によるアイロンの模式的な側面図である。このアイロンは、ハウジング
５を有し、これは合成樹脂材料でできていてよい。ハウジングの底面は、金属ソールプレ
ート６を備えている。本実施例において、ソールプレートは、アルミニウムの薄いプレー
ト８が固定されたダイキャストアルミニウムのブロック７でできている。この薄いプレー
ト８は、アイロンプレートとも呼ばれる。上述したように、アルミニウムプレートは、ア
ルミニウムと同様にアルミニウム合金も有してよい。本発明による均一に分散されたフッ
素ポリマー粒子を有するゾルゲルコーティング１０は、薄いプレート８上に塗布される。
前記ゾルゲルコーティングは、非常に良い耐磨耗性及び耐ひっかき性、更に、高い非粘着
特性を提供し、これは、ソールプレートの滑り特性にとって非常に有利である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】接触角の定義を図式的に表す。
【図２】例１に従って作製されたゾルゲル／ＰＴＦＥトップコート層を備えたゾルゲルベ
ースコート層の断面を示す走査型電子顕微鏡画像である。
【図３】比較例１に従って作製されたゾルゲル／ＰＴＦＥトップコート層を備えたゾルゲ
ルベースコート層の断面を示す走査型電子顕微鏡画像である。
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【図４】ソールプレートが、均一に分散されたフッ素ポリマー粒子を有するゾルゲルコー
ティングを備えた、アイロンを図式的に示す。

【図４】
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【図１】

【図２】

【図３】
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